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令
和
三
年
十
月
十
日
か
ら
十
一
月
二
十
一
日

ま
で
第
六
十
八
回
江
別
市
民
文
化
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
期
間
中
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止

に
万
全
の
対
策
を
取
り
、
無
事
に
終
了
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
様
に
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
四
年
に
な
り
ま
す
と
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
変
異
株
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」
の
感
染
が
急
拡

大
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
気
候
変
動
問
題
、
経

済
活
動
の
状
況
等
世
の
中
は
問
題
山
積
で
す
が

文
化
は
永
遠
に
不
滅
で
す
！
今
後
の
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ご

あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

第
六
十
八
回
江
別
市
民
文
化
祭
開
会
式
次
第

　
一
、
開

　
　
　
会

司
会

　
江
別
市
文
化
協
会
理
事

加
藤

　
　
高

　
二
、
挨

　
　
　
拶

江
別
市
文
化
協
会
理
事
長

甲
谷

　
滋
子

　

江
別
市
教
育
委
員
会
教
育
長

黒
川

　
淳
司

　
三
、
来
賓
ご
紹
介

　
四
、
表

　
　
　
彰

江
別
市
民
芸
術
文
化
奨
励
賞

山
下

　
丈
幸

様

　

　
　
　
同

阪
本
テ
ル
子

様

　

　
　
　
同

江
別
孔
版
画
同
好
会

様

　
五
、
来

賓

祝

辞

江
別
市
副
市
長

後
藤

　
好
人

様

　

江
別
市
議
会
議
長

宮
本

　
忠
明

様

　
六
、
代
表
者
謝
辞

江
別
孔
版
画
同
好
会
代
表

佐
藤

　
貞
男

様

　
七
、
閉
会
の
こ
と
ば

江
別
市
文
化
協
会
副
理
事
長

藤
田

　
昌
之

【
推
薦
者
】
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
江
別
市
文
化
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
展
示
部
長

　
岡
村

　
祐
子

【
略
歴
等
】
昭
和
四
十
二
年
、
中
央
公
民
館
で
趣

味
の
教
室
と
し
て
始
ま
り
、
最
盛
期
に
は
六
十
名

の
会
員
が
在
籍
。
発
足
時
よ
り
毎
年
「
孔
友
え
べ

つ
作
品
集
」
及
び
年
間
カ
レ
ン
ダ
ー
を
制
作
発

行
し
、
市
内
公
民
館
等
へ
の
寄
贈
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
全
国
孔
版
画
年
賀
状
展
（
毎
年
十
一
月

末
）
へ
出
品
し
、
全
国
の
愛
好
者
と
交
流
し
て
い

る
。
現
在
は
十
名
の
会
員
が
伝
統
あ
る
孔
版
画
に

江別孔版画同好会

江
別
市
文
化
協
会

　
理
事
長

　

甲
谷

　
滋
子

ご

あ
い
さ
つ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
江
別
市
文
化
協
会
広
報
誌

〈
第
20
号
〉

令
和
三
年
度 

江
別
市
民
芸
術
文
化
賞
等 

受
賞
者

第68回市民文化祭ポスター

令
和
三
年
十
月
十
日（
日
）

　
江
別
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

主
催
/
N
P
O
法
人

江
別
市
文
化
協
会
　
共
催
/
江
別
市
教
育
委
員
会
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出
演
団
体
は

①
「
江
別
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
」
②
「
江
別
児
童
合
唱
団
」
③
「
北
海

道
中
国
武
術
倶
楽
部
」
④
「
ふ
ぞ
ろ
い
な
輪
ご

た
ち
」
⑤
「
江
別
子
ど
も
演
劇
ク
ラ
ブ
」（
江

別
子
ど
も
劇
場
）
⑥
「
文
京
台
一
輪
車
ク
ラ
ブ
」

⑦
賛
助
出
演
：
オ
カ
リ
ナ
・
ク
ォ
ー
レ
（
江
別

市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

　
昨
年
同
様
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
で
当
日
ま

で
不
安
を
抱
え
、
様
々
な
対
策
を
し
て
の
文
化

祭
で
し
た
。
昨
年
は
出
演
依
頼
を
し
な
か
っ
た

江
別
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
も
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
出
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。対
策
は
フ
ィ
ナ
ー
レ
・
バ
ザ
ー

の
中
止
、
客
席
を
隔
席
と
し
て
完
全
前
売
り
指

定
席
券
の
み
の
販
売
、
受
付
で
の
検
温
、
マ
ス

ク
着
用
＆
手
指
の
消
毒
確
認
、
ホ
ー
ル
へ
の
入

口
指
定
、
演
目
間
に
三
分
間
ほ
ど
の
出
入
り
の

時
間
を
設
け
る
、
最
後
の
時
間
差
退
場
な
ど
実

行
委
員
会
で
話
し
合
い
や
確
認
を
し
ま
し
た
。

　
緊
急
事
態
宣
言
な
ど
も
あ
り
各
団
体
も
練
習

が
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
中
で
の
発
表
と
な
っ

た
よ
う
で
し
た
が
、
無
事
に
開
催
で
き
た
事
、

そ
し
て
何
よ
り
も
江
別
の
子
ど
も
た
ち
が
ス

テ
ー
ジ
で
楽
し
み
、
輝
い
て
い
た
こ
と
は
本
当

に
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。

（
実
行
委
員
長

　
川
守
田
）

取
り
組
み
、
在
籍
四
十
九
年
に
な
る
竹
本
三
好
氏

（
九
十
五
歳
）
が
会
長
を
務
め
る
。
平
成
二
十
四

年
文
化
協
会
入
会
前
よ
り
、
中
央
公
民
館
で
の
市

民
文
化
祭
展
示
部
門
に
出
品
し
て
い
る
。
会
発
足

以
来
五
十
四
年
と
い
う
長
き
に
わ
た
り
「
孔
版
」

と
い
う
手
法
に
こ
だ
わ
り
、
作
品
作
り
を
楽
し
ん

で
こ
ら
れ
、
か
つ
技
術
を
継
承
し
な
が
ら
活
動
を

続
け
て
き
た
当
会
の
存
在
は
、
美
術
文
化
と
し
て

手
本
と
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
表
彰
に
値
す
る
も

の
で
あ
る
。

【
推
薦
者
】
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
江
別
市
文
化
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長

　
甲
谷

　
滋
子

【
略
歴
等
】
平
成
二
十
四
年
、
前
任
者
の
岡
田

氏
よ
り
ラ
イ
ブ
フ
ォ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
引
き

継
ぐ
。
以
降
、
市
民
文
化
祭
ジ
ャ
ズ
・
ロ
ッ
ク

部
門
の
エ
イ
ベ
ッ
ツ
バ
ン
ド
エ
ク
ス
プ
ロ
ー

ジ
ョ
ン
の
名
称
を
、
エ
イ
ベ
ッ
ツ
バ
ン
ド
カ
ー

ニ
バ
ル
へ
変
更
。
以
降
令
和
三
年
ま
で
九
年
間
、

ジ
ャ
ズ
・
ロ
ッ
ク
部
門
ブ
ロ
ッ
ク
長
と
し
て
、

エ
イ
ベ
ッ
ツ
バ
ン
ド
カ
ー
ニ
バ
ル
の
多
大
な
盛

り
上
が
り
に
尽
力
さ
れ
た
。
ま
た
、
第
三
回
（
平

成
二
十
四
年
）
～
第
十
回
（
令
和
元
年
）
総
合

芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
ジ
ャ
ズ
・
ロ
ッ
ク
部

門
に
、
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
毎
年
参
加
。
令

和
元
年
、
第
四
十
六
回
石
狩
管
内
郷
土
芸
術
祭

舞
台
部
門
（
新
篠
津
村
）
に
も
出
演
し
た
。
文

化
協
会
に
お
け
る
ジ
ャ
ズ
・
ロ
ッ
ク
部
門
へ
の

功
績
は
、
多
大
で
あ
る
。

【
推
薦
者
】
花
柳
流
喜
泉
二
朗
会

　
　
　
　
　
　
　
　
会
主

　
花
柳
喜
泉
二
朗

【
略
歴
等
】
花
柳
流
喜
泉
二
朗
会
は
、
平
成

十
八
年
の
文
化
協
会
加
盟
か
ら
今
日
ま
で
、
市

民
文
化
祭
「
邦
楽
邦
舞
大
会
」
に
毎
年
積
極
的

に
参
加
。
ま
た
、
第
九
回
・
十
二
回
土
佐
市
・

江
別
市
交
流
文
化
祭
に
も
参
加
協
力
し
て
き

た
。
そ
の
中
に
お
い
て
、
会
計
係
、
副
責
任
者

と
し
て
会
員
を
引
っ
ぱ
り
、
習
字
の
講
師
も
さ

れ
る
多
忙
な
な
か
、
江
別
市
民
文
化
祭
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
町
内
会
、
老
人
会
、
札
幌
文
化
祭
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
、
勉
強
会
等
、
多
方
面
に
わ
た
り

十
九
年
間
積
極
的
に
参
加
さ
れ
た
。
会
の
み
な

ら
ず
、
文
化
協
会
日
舞
部
門
へ
の
功
績
は
、
多

大
で
あ
る
。

山下　 丈幸 氏
ライブフォープロジェクト

元代表

阪本 テル子 氏
花柳流喜泉二朗会

第4 2 回

江別こども文化祭

●令和3 年1 1 月2 0日

●えぽあホール
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今
年
も
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催

　
令
和
三
年
十
一
月
三
日
、
江
別
市
民
会
館

に
て
「
第
三
十
五
回

洋
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
二
年
連
続
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
中
で
は
あ

り
ま
し
た
が
「
文
化
の
灯
を
消
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
い
う
信
念
の
も
と
今
回
も
開
催
す
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。

　
洋
舞
ブ
ロ
ッ
ク
に
登
録
さ
れ
て
い
る
全
十
三

団
体
の
う
ち
参
加
団
体
は
半
分
以
下
の
六
団

体
。
例
年
で
あ
れ
ば
昼
の
部
（
第
一
部
）・
夜

の
部
（
第
二
部
）
の
二
部
公
演
な
の
で
す
が
今

年
も
昼
の
部
（
第
一
部
）
の
み
、
客
席
も
半
分

に
減
ら
し
全
席
指
定
で
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
に
し

ま
し
た
。

　
か
つ
て
当
た
り
前
だ
っ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

が
禁
止
や
制
限
付
き
に
な
り
ま
し
た
。

　
マ
ス
ク
着
用
で
の
リ
ハ
ー
サ
ル
、
消
毒
の
徹

底
、
会
話
の
禁
止
、
控
え
室
へ
の
ご
家
族
等
の

入
室
制
限
、
花
束
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
お
断
り
な
ど

出
演
者
・
関
係
者
・
ご
家
族
の
皆
様
に
は
た
く

さ
ん
の
我
慢
を
強
い
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
ご
来
場
く
だ
さ
っ
た
お
客
様
に
は
入
場
時
の

検
温
、
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
、
連
絡
先
の
ご
記

入
、
声
援
の
禁
止
な
ど
様
々
な
感
染
防
止
対
策

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借

り
し
ま
し
て
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
異
例
が
た
く
さ
ん
存
在
す
る

中
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
も
の
は
ス
テ
ー

ジ
の
上
に
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
し
た
成
果
を
力
の
限

り
に
発
表
し
仲
間
と
喜
び
を
共
有
す
る
こ
と
。

　
会
場
か
ら
頂
戴
す
る
た
く
さ
ん
の
拍
手
に
全

力
で
応
え
る
こ
と
。

　
一
瞬
一
瞬
を
全
身
全
霊
で
楽
し
む
こ
と
。

　
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ
た
こ
と
だ
け
が
理
由
で

は
な
い
輝
き
に
あ
ふ
れ
た
舞
台
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
多
く
の
皆
様
の
支
え
が

あ
っ
て
こ
そ
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
ま
で

以
上
の
感
謝
の
気
持
ち
と
初
心
を
忘
れ
ず
に
、

さ
ら
に
成
長
し
た
姿
で
次
回
こ
そ
た
く
さ
ん
の

仲
間
と
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
お
会
い
で
き
る

こ
と
を
祈
り
な
が
ら
日
々
の
練
習
に
励
ん
で
参

り
ま
す
。
一
日
も
早
く
、
思
う
存
分
練
習
し
ス

テ
ー
ジ
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
日
常
と
笑
顔
が

戻
っ
て
き
ま
す
よ
う
に
。

出
演
団
体

　
１
．Ja

S
T

“K
”id

s

　
２
．
マ
イ

ン
ド
Jr .
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

　
　
３
．
ス
ポ
ー
ツ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ブ
リ
ッ
ク

　
４
．
ハ
イ
ビ
ス
カ

ス
・
フ
ラ
サ
ー
ク
ル

　
５
．
ブ
リ
ッ
ク

キ
ッ

ズ
チ
ア
ダ
ン
ス

　
６
．
ビ
ジ
ュ
ー
・
バ
レ
エ
コ

ン
チ
ェ
ル
ト

（
洋
舞
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

　
坂
井

　
亮
治
）

市民陶芸展

●令和3 年1 1 月3 日

　 ～1 1 月5日

●野幌公民館

　 ギャラリー

　 洋舞・ 演劇

　 フェスティ バル

●令和3 年1 1月3日

●江別市民会館 大ホール
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主
催
江
別
書
人
集
団

　「
二
〇
二
一
年

響
か
せ
よ
う

伝
え
合
お
う

文
化
の
心
を
」
。
コ
ロ
ナ
禍
に
悩
ま
さ
れ
続
き

の
文
化
祭
で
し
た
が
、
多
く
の
方
の
熱
意
あ
る

協
力
を
い
た
だ
き
盛
会
裏
の
作
品
展
示
と
な
り

ま
し
た
事
に
深
く
感
謝
で
す
。
今
回
も
一
般
応

募
の
出
品
は
続
き
、
文
化
協
会
所
属
の
三
団

体
（
江
別
書
人
集
団
・
江
別
書
道
会
・
秋
桜

会
）
併
せ
て
三
十
五
名
の
方
々
に
よ
る
「
漢
字
」

「
か
な
」
そ
し
て
「
篆
刻
」
等
、
昨
年
同
様
の

三
十
七
作
品
と
な
り
ま
し
た
。「
子
供
習
字
」

を
隣
接
展
示
と
し
ま
し
た
の
で
会
場
は
一
寸
広

め
に
感
じ
た
で
し
ょ
う
か
？

　
ご
観
覧
い
た
だ
い
た
三
百
名
超
の
み
な
さ

ん
、
受
付
等
で
お
手
伝
い
い
た
だ
い
た
方
々
、

そ
し
て
出
品
者
の
み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
〝
病
み
あ
が
り
の
と
こ
ろ
出
品
案
内
で
気
力

が
沸
い
た
〟
と
言
わ
れ
て
の
作
品
に
は
感
激
で

し
た
。
書
道
を
愛
さ
れ
る
方
は
是
非
と
も
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
江
別
の
書
道
文
化
の
一

助
と
し
て
広
が
り
が
あ
れ
ば
と
切
望
す
る
次
第

で
す
。

（
江
別
書
人
集
団

事
務
局
長

　
山
田

　
静
山
）

　
江
別
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
て
令

和
三
年
十
月
二
十
八
日
～
十
一
月
三
日
、
作
品

六
十
八
点
を
展
示
、
五
百
七
十
二
人
の
来
場
を

頂
き
、
五
十
周
年
記
念
展
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
絵
を
趣
味
と
す
る
人
は
全
国
的
に
高
齢
化
傾

向
で
当
会
も
会
員
四
十
四
名
、
平
均
七
十
四
歳

と
か
な
り
の
高
齢
で
す
。
絵
を
描
く
こ
と
は
孤

独
で
す
が
展
示
し
て
、
互
い
に
講
評
す
る
の
は

無
類
の
楽
し
み
、
感
じ
た
こ
と
を
精
力
的
に
表

現
し
た
作
品
か
ら
は
感
動
が
伝
わ
り
ま
す
。
画

風
は
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
て
も
、
伝
わ
っ
て
く

る
生
活
感
や
訴
え
を
素
直
に
認
め
合
え
る
の
が

こ
の
会
の
良
い
と
こ
ろ
で
す
。多
様
性
を
認
め
、

描
く
楽
し
み
を
享
受
で
き
る
こ
と
が
何
よ
り
の

幸
せ
で
あ
り
、
日
々
の
潤
い
を
得
て
い
ま
す
。

　
創
立
以
来
こ
の
会
は
絵
画
等
の
制
作
展
示
を

通
し
て
相
互
の
親
睦
と
地
域
の
美
術
文
化
向

上
を
図
り
つ
つ
五
十
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
い

ま
す
。
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
年
）
に

北
陽
美
術
協
会
と
し
て
発
足
、
平
成
二
十
七

年
（
二
〇
一
五
年
）
に
江
別
美
術
協
会
と
改
名
。

創
立
当
時
、
美
術
団
体
は
珍
し
く
北
陽
会
は

石
狩
管
内
絵
画
仲
間
に
広
く
知
ら
れ
、
会
員

も
多
い
時
に
は
百
名
に
も
な
り
、
絵
画
芸
術

へ
の
貢
献
度
は
多
大
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の

後
に
近
隣
町
に
も
美
術
団
体
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
が
、
今
で
も
道
展
を
始
め
全
道
全
国
の

公
募
展
に
入
選
や
入
賞
し
更
に
会
員
と
し
て

絵
画
芸
術
に
広
く
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
皆
様
方
の
ご
観
覧
と
い
う
温
か
な
応
援

が
あ
っ
た
お
陰
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
最

近
は
江
別
と
近
郊
を
中
心
に
、
生
涯
学
習
と

し
て
親
睦
を
図
り
な
が
ら
互
い
に
刺
激
を
受

け
励
ん
で
い
ま
す
。
江
別
美
協
で
は
、
年
三

回
の
展
示
と
、
年
四
回
の
描
く
研
修
会
が
主

な
活
動
で
、
入
会
ご
希
望
の
方
は
い
つ
で
も

大
歓
迎
致
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
多
彩
な
作

品
を
創
作
す
る
仲
間
と
共
に
、
大
勢
の
方
に

楽
し
ん
で
頂
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
江
別
美
術
協
会
会
長

　
砂
山

　
信
一
）
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